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小　　学　　校 中　　学　　校 高　等　学　校 大　　　　　学
体操麟竺 体操麿竺 体操｛蕊 体纏1
（男子のみ） （男子のみ） （男子のみ）








































鬼　遊　び 40 鬼　遊　　び 30 ボール運動 40 35
リ　　レ　　ー リ　　レ　　ー 陸上運動 35 25
リズム遊び 25 ボール遊ぴ 25 徒手体操
模倣物語遊び 15 リズム遊び 20 器械運動 25 20
器械遊び 10 器械遊び 15 リズム運動 20

















　　　　　　望ましい中心教材　　　　　　指導週数 　　　　　　望ましい選択教材　　　　　　指導週数 中心教材霧遍 選択教材轟巖
バスケットボール6～9 テニス　　　　　　3～6 ノぐレーボール　　　　6～9 ピンポン　　　　　3～6










トライボール　　　　〃 ハイキング　　　　〃 ソフトボール　　　　　〃 ホッケー　　　　　　　〃
ソフトボールまたは〃






















中心教材霧簸 　　　　　　望ましい選択教材　　　　　　指導週数 中心教材轟滅 選択翻霧遍
サッカー　　　　　6～9 テニス　　　　　　3～6バレーボール　　6～9 テニス　　　　　　3～6
バスケットボール　　〃 ピンポン　　　　　　〃 女子バスケットボール〃 ピンポン　　　　　　〃
バレーボール　　　　〃
スピードボール　　　〃
バドミントン　　　　　〃
レスリング　　　　　〃
追羽根または　　　“バドミントン キヤンピング　　　　〃
ローラースケート　〃
ラグビー　　　　　　〃 ボクシング　　　　　〃
ハンドボールまた　　　　　　　　〃はスピードボール
ホッケー　　　　　　　〃
ソフトボールまたは〃
軟式野球
ハンドボール　　　　　〃
タッチフットボール〃
陸上競技　　　　　18
巧　　技　　　　　15
キヤンピング　　　　〃
登　　山　　　　　〃
ハイキング　　　　〃
ローラースケート　〃
水　　球　　　　　〃
フォークダンス　　〃
ソフトボール　　　　　〃
陸上競技　　　　　〃
徒手体操　　　　　〃
ダンス　　　　　　　27
水泳（飛込救助法を含む）15
登　　山　　　　　〃
ハイキング　　　　〃
陸上競技
（嬬§以）”
徒手体操　　　　　6 陸上競技 スキー　　　　　　　15
水泳（飛込救助法を含む）15 （嬬§以）” スケート　　　　　12
スキー　　　　　　　〃 柔　　道　　　　　〃
スケート　　　　　　〃
すもう　　　　　3～6
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　この指導要領において，指導計画を立案する
に際してスポーツ種目を単位としている。そし
てこれらスポーツ教材は，従来の考え方をすて
て，「問題単元的な意味をもたせることにした」
といっている。
　体育の場合，1週3時間程度の必修時の体育
だけではその効果を期待することは無理であ
り，全部の生徒がクラブ活動を実施し，しかも
生徒の自由意志に基づいて自主的に運営される
ときに，その教育的効果は大きいとみられる。
　5　学習指導要領小学校体育編の改訂と球技
　昭和28年度の改訂で特に注目すべきことは，
体育の目標の中で，体育科は「身体活動および
それに関する経験の組織」であるとしている。
体育で身体活動というのは「遊戯，スポーツの
ごとき大筋活動であるが，それは身体支配の経
験とそれに関連したことがらだけでなく，遊戯，
スポーツのごとき大筋活動に対する経験も含ん
でいる」としている。
　体育が独自な機能を通じて貢献できるものと
して，
　〈1）児童の身体的活動についての生理的必要
　　を社会的に望ましい形で満たす。
　（2）身体活動を通じて，現在および将来の社
　　会の構成員として必要な民主的生活態度を
　　育てる。
　（3）レクリエーションとして，身体活動を正
　　しく活用できるようにする。
　の3項目をあげている。
　これらのことを要約すると「体育科は，児童
生徒の身体活動を，個人的な発達や，社会的に
望ましい生活に役立たせるための学習経験の組
織であり，この独自のはたらきを通して，教育
全般に貢献しようとする領域である」というこ
とになる。
　6　高等学校学習指導要領保健体育科編の改
　　　訂と球技
　昭和32年高等学校教育全般の改訂が行なわ
れ，それに基づいて体育科も同時に改訂された
ものである。特に球技に関係のあるものを調査
してみると，
　体育の目標を次のようにあらわしている。
　②運動によって身体的発達の完成を助け
　　　る。
　②運動によって社会的態度を発達させる。
③　運動によって生活を豊かにするようにく
　　　ふうさせる。
運動の内容
（a）個人的種目　徒手体操，巧技，陸上競技，
　　　　　　　　柔道（男），剣道（男），す
　　　　　　　　　もう（男）
　（b）団体的種目　バレーボール，バスケット
　　　　　　　　　ボール，ハンドボール，サッ
　　　　　　　　　カー（男），ラグビー（男）
　（c）レクリエーション種目　水泳，スキー，
　　　　　　　　　スケート，テニス，卓球，
　　　　　　　　　バドミントン，’ソフトボー
　　　　　　　　　ル，ダンス
　7　小，中，高等学校学習指導要領の全面的
　　　改訂
　　　（1）小，中学校改訂の要点
　従来の小，中学校の要領を一貫してきた，誤っ
た生徒中心的な考え方，文化財としての技術を
軽視するかのような誤解を招きやすかった表現
を一変し，運動技能や活動能力の獲得を正面に
おし出し，武道，すもうなども格技として採用
され，体操の比重が増した。
　戦時体育に対する意識の過剰から，鍛錬，訓
練，しつけ，体力，精神力等の各辞の使用さえ
極力さけ，ひたすら民主的，自主的，進歩的態
度を表面に押し出してきた従来の方針が大きく
後退し，体力や気力の充実に焦点がおかれるよ
うになった時代とみてよいだろう。極端な表現
をすれぽ，わが学校体育は昭和33年頃をもって
戦後時代を脱したとも言えるのであろう。
　　　（2）高等学校改訂の要点
　今回の改訂では，小，中，高等学校の一貫性
を図るために，運動の分類について，これまで
の個人的種目，団体種目，レクリエーション的
種目の3領域を改め，小，中学校と同じ立場で
運動領域を示した。すなわち，徒手体操，器械
運動，格技，球技，水泳，ダンスの領域とした。
　目標の第2項にはじめて「運動についての科
学的な理解」の語句が用いられ，スポーツ科学
が急速な進歩をみせ，ウエイト，サーキット，
インタバル，レペチショントレーニング等，新
しい科学的な練習法が研究実施された時代で
あった。
　　　（3）昭和43年小学校学習指導要領
　　　　　体育編の改訂
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　前回の体育編の目標とほとんど変わりなく，前
回の基礎的運動能力が姿を消し，活動力を高め
るか「体力の向上を図る」と改まっている。い
わば基礎的運動能力と活動力を，ともに体力の
中に含めたわけである。
　各学年の目標および内容の中から球技に関す
るものを抜粋してみると，次のようになる。
　「第1学年」　ボール運動
　（1）ボールを手や足で扱うことに慣れさせ，
　　ボール遊びができるようにする。
　　ア　ドッチボール
　　　ボールをころがし相手に当てること，こ
　　　ろがってくるボールを避けること，止め
　　　ること。
　　イ　ボールけり遊び
　　　止まっているボールをけること，ころ
　　　がってくるボールを止めること，．捕える
　　　こと。
　「第2学年」　ボール運動
　（1）ボールを手や足で扱うことに慣れさせ，
　　ボール遊びができるようにする。
　　ア　ドッチボール
　　　相手をねらってボ㌔ルを投げ当てるこ
　　　と，ボールを避けること，捕えること。
　　ア　ボールけり遊び
　　　ころがってくるボールをけること，ボー
　　　ルを足や手で止めること。
　「第3学年」　ボール運動
　（1）ボール運動の初歩的技能を養い，簡易な
　　ゲームができるようにする。
　　ア　ドッチボール
　　　相手をねらってボールを投げ当てるこ
　　　と，ボールを避けること，ボールを両手
　　　で受けること。
　　イ　エンドボール
　　　ボールをパスして攻めること。
　　ウ　ラインサッカー
　　　方向を決めてボールをけって攻めるこ
　　と。
　（2）役割を分担し，互いに協力して運動を行
　　ない，また，ゲームでは，勝敗に対して正
　　しい態度をとることができるようにする。
　　ア　コートやボールの準備，あと始末など
　　　の係りを交替して行なうこと。
　　イ　へたな者も仲間はずれにしないで，励
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　　まし合い，助け合って練習やゲームをす
　　ること。
　ウ　ゲームに必要な規則を決め，審判の判
　　定に従うこと。
　工　失敗したり負けたりしても気を落とさ
　　ないでがんばること。
　「第4学年」　ボール運動
（1）ボール運動の初歩的技能を養い，簡単な
　ゲームができるようにする。
　ア　ポートボール
　　ボールをパスして攻めること，相手に触
　　れないでじゃますること。
　イ　ラインサッカー
　　ボールをパスして攻めること。相手を足
　　でじゃますること。
　ウ　ハンドベースボール
　　相手の投げたボールを手で打つこと，ゴ
　　ロやフライを捕えること。
②　チームのなかで互いに協力して練習や
　ゲームを行ない，また，ゲームでは，勝敗
　に対して正しい態度をとることができるよ
　うにする。
　ア　リーダーを中心に，コートやボールの
　　準備，あと始末などの係りを分担して練
　　習すること。
　イ　へたなことや失敗を許し合い，互いに
　　励まし合って練習やゲームをすること。
　ウ　ゲームに必要な規則を決め，審判の判
　　定に従うこと。
　「第5学年」　ボール運動
（1）ボール運動の基礎的技能を養い，ゲーム
　や審判ができるようにする。
　ア　　ポートボール
　　パスやドリブルで攻撃すること，すばや
　　くもどって防御すること。
　イ　サッカー
　　パスやドリブルで攻撃すること，すばや
　　くもどって防御すること。
　ウ　ソフトボール
　　投手の投げたボールをバットで打つこ
　　と，ゴロやフライを捕えること。
（2）チームが相互に協力し，健康，安全に留
　意して，計画的に練習やゲームを行なうこ
　とができるようにする。
　ア　各自の能力を考えてチームを編成し，
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　　規則をつくり，計画的に練習やゲームを
　　行なうこと。
　イ　審判，コート，用具などの係りを分担
　　し，それを果たすこと。
　ウ　ゲームに必要な係り，ゲームの方法，
　　組み合わせを決めること。
　工　勝敗の原因を考え，練習のしかたをく＼
　　ふうすること。
　「第6学年」　ボール運動
（1）ボール運動の基礎的技態を養い，ゲーム
　や審判ができるようにする。
　アポートボール
　　相手の防御をかわしてパスやドリブルで
　　攻撃すること，相手を決めて防御するこ
　　　と。
　　イ　サッカー
　　ボールを足やからだで止めること，ポジ
　　　ションを守ってパスやドリブルで攻撃す
　　　ること，相手を決めて防御すること。
　　ウ　ソフトボール
　　投手の投げたボールをパットで打つこ
　　　と，走塁すること，ゴロやフライを捕え
　　　ること。
（2）チームが相互に協力し，健康，安全に留
　　意して，計画的に練習やゲームを行なうこ
　　とができるようにする。
　　ア　各自の能力を考えてチームを編成し，
　　　規則を作り，計画的に練習やゲームを行
　　　なうこと。
　　イ，審判，コート，用具などの係りを分担
　　　し，それを果たすこと。
　　ウ　ゲームに必要な係り，ゲームの方法，
　　　組み合わせを決めること。
　　工　勝敗の原因を考え，練習のしかたをく
　　　ふうし，さらに目標に向かって努力する
　　　こと。
　　　（4）昭和44年中学校学習指導要領
　　　　　体育編の改訂
　小学校の目標と変わりなく，健康（強健）な身
体を養い体力の向上を企図することに重点をお
かれている。加えて「気力を育てる」を力説し
ている。体力を強調した理由は小学校の場合と
同じであるが，小学校では健康，安全を中心に
運動や生活についての知識・能力・態度を求め
ているが，中学校では運動についての基礎的な
知識や生活と運動の関連を述べており，組織
立った理論学習を示唆している。
　各分野の内容から球技関係のものを拾ってみ
ると，
　　「球技」
　（1）次の運動によって，球技の技能を養い，
　　　　もダ　　規則を守り，攻防のしかたを考えてゲーム
　　ができるようにする。
　　（バスケットボール）
　　ア　個人的技能
　　　バス，　ドリブル，シュート，フ’ットワー
　　　ク。
　　イ　集団的技能
　　　　（ア）速攻。
　　　　（イ）カットインプレー。
　　　　（ウ）ポストプレー。
　　　　（エ）対人防御。
　　　　（オ）地域防御。
　　ウ　　ゲーム
　　　　既習の技能を利用したゲーム。
　　　（ハンドボール）
　　ア　個人的技能
　　　パス，　ドリブル，シュート，フット．ワー
　　　ク。
　　イ　集団的技能
　　　　（ア）速攻。
　　　　（イ）カットインプレー。
　　　　（ウ）ポストプレー。
　　　　（エ）対人防御。
　　　　（オ）地域防御。
　　ウ　　ゲーム
　　　　　既習の技能を利用したゲーム。
　　　（バレーボール）
　　ア　個人的技能
　　　バスとレシーブ，サーブ，トス，スパイ
　　　ク。
　　イ　集団的技能
　　　　（ア）パス攻撃とレシーブ。
　　　　（イ）サーブに対するレシーブ。
　　　　（ウ）2段攻撃，3段攻撃とその防御。
　　ウ　　ゲ’一ム
　　　既習の技能を利用したゲーム。
　　　（サッカー）男子
　　ア　個人的技能
　　　キック，ドリブル，シュート，ヘッデイ
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　（2）
　　その責任を果たし，互いに協力して計画的
　　に練習を行ない，また，ゲームにおける勝
　　敗に対して公正な態度をとるとともに，勝
　　敗の原因を考え，練習の方法をくふうする
　　ことができるようにする。
　（3）用具や練習場の安全を確かめ，健康・安
　　全に留意して練習やゲームができるように
　　する。
　内容の取り扱いについては，次の事項について
配慮するものとする。
　ア　バスケットボールとハンドボールについ
　　ては，いずれか一つを選んで指導すること。
　イ　サッカーについては，運動場が狭く，充
　　分な指導ができない場合，他の球技種目に
　　替えることができること。
　ウ　第3学年においては，示された球技種目
　　に替えて，ソフトボール，テニス，卓球，
　　バドミントンを指導することができる。
　工　個人的技能，集団的技能およびゲームの
　　内容は，密接な関連をもって取り扱うこと。
　オ　初歩的段階では，個人的技能や集団的技
　　能を身につけ，進んだ段階では，個人的技
　　能や集団的技能を高めて攻防の基礎を養
　　い，さらに進んだ段階では，相手の攻防に
　　応じた集団的技能を高めることに重点をお
　　いて取り扱うこと。
　カ　ゲームについては，生徒の技能の程度に
　　応じて，規則や審判のしかたについても取
　　り扱うこと。
　　　（5）昭和44年高等学校教育課程改善に
　　　　伴う体育科の具体的方針について
　ア　保健体育科に関する科目は，現行どおり
　　「体育」と「保健」とし，生徒の健康の増進
　　と体力の向上を図るため，すべての生徒に
　　「体育」および「保健」を履修させるもの
　　ング，トラッピング，タックル，スロー
　　イン。
イ　集団的技能
　（ア）キックアンドラッシュ攻撃とその
　　防御。
　（イ）ロングパスやシュートパスによる
　　攻撃とその防御。
ウ　　ゲーム
　既習の技能を利用したゲーム。
　チームにおける自己の役割を自覚して，
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　とすること。
イ　「体育」については，生徒の体力の向上
　を図るため，共通に履修させる内容と，生
　徒の能力，適性等に応じて履修させる内容
　とに再構成すること。
ウ　「保健」については，健康についての理
解を深めさせるとともに，現代の生活に即
　して，生徒の現在および将来の健康な生活
の実践とのつながりを考慮すること。
　第5章　まとめ
　日本古代に蹴鞠，打毬が中国から伝えられ，
貴族，武家の間で行なわれたことは文献で明ら
かにされている。長い武家社会が続いた日本で
蹴鞠は朝廷に伝承され，打毬は児童遊戯として
継続して行なわれてきた。明治以前で日本にお
いて球技に関する種目が行なわれたのはこの二
種目以外にはない。
　明治5年の学制発布で小学校に体術としてあ
げられ，明治6年の改正小学校教則では体操の
用語が用いられた。指導された内容もほとんど
徒手体操であって，遊戯，スポーツは全く見ら
れない。
　明治12年に教育令では，小学校は加設教科
として体操がおかれ，土地の情況によって加え
られるようになった。
　明治14年小学校教則綱領では，体操は教科と
して初等，中等，高等の各小学校に加えられ，
この体操の内容は「初等科のはじめ適宣の遊戯
をもってこれにあて，漸次徒手運動におよぶべ
し。中等科，高等科にいたっては兼ねて器機運
動をなさしむべし」となって，はじめて遊戯教
材がわが国教育に登場する訳である。
　この時代の遊戯の内容はいわゆる「唱歌遊戯，
行進遊戯，競争遊戯，ボール遊戯」を主な内容
としたものである。
　明治30年代に入って遊戯についての研究が
比較的盛んになっており，文部省が「体操遊戯
調査会」をつくって調査研究させたのが明治37
年であった。
　大正時代に入って，大正2年学校体操教授要
目が制定されたが，遊戯として次の内容が示さ
れている。
　（1）競争を主とするもの
　　　鬼遊び，徒競走，旗送競走，デットボー
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　　　ル，センターボール，バスケットボール，
　　　フットボール，綱引
（2）発表的動作を主とするもの
　　桃太郎，渦巻，池の鯉，大和男
（3）行進を主とするもの
　　　十字行進，踵趾行進，スケーテング歩法
　教科時間外に行なう運動として，羽根つき，た
こあげ，ベースボール，ローンテニスそと他と
なっている。
　大正15年学校体操教授要目の改正による遊
戯の取り扱いは
　　遊戯及び競技
???????????? 競争遊戯
唱歌〃　　　　（
行進〃　　　　（
走技跳技及投球（
球技　　　　　（
（種目の数13〕
〃
〃
〃
　　　　　　　 　　〃
　教授時間外において行なうべき諸運動
　　①体操　②遊戯及び競技　③剣道，柔道，
　　その他
　となっており，②の内容として，弓道，なぎ
なた，水泳，漕艇，テニス，ピンポン，ベース
ボール，スキー，スケート，その他のスポーツ
の種目をあげている。
　昭和11年，第二次改正要目によると，遊戯お
よび競技は，
　　　競技遊戯13種目一→68種目
　　　走跳投　15〃一→25〃
　　　球技　　12〃一→24〃
　それぞれ増加させ，内容も一段と豊富になっ
ており，教授時間外における諸運動も，器械運
動，庭球，野球，卓球，ラクビー，蹴球，漕艇
となっている。
　昭和16年国民学校令が発令された戦時下の
遊戯と球技は，「球技は各種の能力の綜合された
運動であり，団体競技である」としている。こ
の結果協同動作に中心点がおかれ，順送球，投
捕球，投避球，送球競争，蹴球競争の5種目が
あげられ，音楽遊戯は，「歩走力，跳力，体の支
配力等身体的錬磨に資し，快活優美なる心情を
培う」とし，心身の錬成に役立つものを選んで
いる。
5）
10）
15）
12）
　昭和22年学校体育指導要綱が発行され，新し
いカリキュラム構成と従来の体操中心から遊
戯，スポーツ中心に切りかえられたのである。
　更に昭和24年に学習指導要領が出されて具
体的な問題について指示された。26年には中学
校，高等学校編が出され，戦後の体育の方向が
示されたのである。それによると，小学校では，
文化財としてのスポーツ運動と子供た’ちの興味
要求と合致する運動とを取り上げており，中，
高校では指導計画を立案するに際してスポーツ
種目を単位としている。
　昭和28年の小学校体育編の改正，昭和32年
高校編の改正，更に小，中．高校の全面的改訂
と相次ぐ戦後の学校体育の変動期も昭和43年
の小学校の学習指導要領体育編の改訂，昭和44
年中学校学習指導要領の改訂，昭和44年高等学
校の改訂によって，現行のような小，中，高校
と一貫した目標のもとに，球技においても系統
的立場に立って種目も配列され，指導もなされ
るようになった。
1　日本体育史
2　体育史資料年表　　　〃
3　学校体育制度史　井上一一男
4　古代のスポーツ（その1）
　　　　　　　　高松守一
5　　　〃　　　　（そのII）
　　　　　　　　　〃
6　　　〃　　　　（そのm）
　　　　　　　　　〃
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